EXCEL　BOOK 「0215.XLS」の解説

　　　　　　　　作成：Yosseさん　修正：のぶさん

目的：「フォームコントロールとVLOOKUP関数の利用で別シートにあるデータを利用する。」

1. Ａ列2行目にある「▼」をクリックして、別の施設名を指定してください。
2. B列2行目の数字とC列3･4行目の電話番号住所が変わります。
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このデータ利用の仕組みと作り方は次の通りです

[image: image2.jpg]@O e W

@

10
11
12

ST R
W« v nh\Shed2Y HES{EP (Sheet3 /
T3 T el o (A TGS G S e 151

10
11|37




仕組み
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コントロールタブの各項目を指定

1 入力範囲は、シート施設住所のB2からＢ１４４の名称リストを指定

2 リンクするセルはB2を指定。補足：リストは、上から順に番号付けされ、リンクするセルには番号化された数値が出るようになっています。

3 ドロップダウンリストの行数は数値指定することにより、上のＡ２の▼押したときに出るリスト数です
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上記、Ａ２とＢ２との関連から
Ｃ３、Ｃ４の表示は次の通り
Ｃ３、Ｃ４はＢ２の数字からシート「施設住所」の中から自動的に探し、表示される。

この計算式が数式バーに書いてあるとおりです。
数式内容：

VLOOKUP関数を使用　　VLOOKUP（検索値，対象データ，列番号）

· セルＣ３の式　=VLOOKUP(B2,施設住所!$A$2:$D$144,4)
セルＢ２の数字を検索値として　施設住所シート内の表、（A2からD144のデータ）から検索し、施設住所A列の数字がＢ２と同じ行の４列目のデータを表示する計算です。

注）表の４列目は電話番号です　

· セルＣ４の式　=VLOOKUP(B2,施設住所!$A$2:$D$144,3)
式の列番号が、セルＣ３は４でしたが、セルＣ４では住所を求めるため3に変わっています。
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セルC１０に同じように住所を表示するためにセルＣ３と同じ内容を書いて見ましょう。同じように住所が表示されましたでしょうか？。
· 今度はセルＣ１０をセルＣ１２にコピーしてみましょう。

-----そうするとセルＣ１２はエラー(#N/A)になる

· なぜでしょう？　

理由は、下記数式バーの内容の通り、数式をコピーすることにより検査値がＢ２からＢ４に変化したために、セルＢ４の値が空白で参照する値が無いためです。
補足）EXCELはコピーする時に、計算する場所（参照）を自動的に変更してくれる相対参照を用いるためです。通常の数式（小計や合計など）では自動的に変更してくれる相対参照は便利な機能です。
· こうした問題を解消するために絶対参照を用います。

絶対参照は各行・列記号の前に＄マークを付けます。

列固定は$B２、行固定はＢ＄２列、行列とも固定は＄Ｂ＄２　となります。

よって、Ｃ１０のＢ２を　＄Ｂ＄２に変えコピーすればできあがり　
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資料の作り方

資料の下に新しく同じ物を作る　―――１０行目につくる

ＥＸＣＥＬを起動、資料をひらく→　表示メニューからツールバーのフォームを表示（下図）
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コントロールの書式

1 入力範囲にカーソルが有ることを確認シート「施設住所」をクリック

2 シート「施設住所」のＢ２をクリック、後は、Ｄ１４４までドラッグ、入力範囲を確定

3 リンクするセルをＢ１０とする

その結果シート２のＡ１０に施設名がリストで表れＢ１０にはリスト番号が表示される、
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次に、住所と電話番号の表示をＣ列にする→　これはVLOOKUP関数を使用

表示したいセルを選択　今回はＣ１１をクリック、数式バーに　＝を入れる
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左側の下向き三角をクリックすると関数が出てくる--------下図
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検索値は　セルＢ１０を指定

範囲はシート「施設住所」のＡ２～Ｄ１４４をドラッグして指定

列番号はＡから数えて何番目のデータを表示するか数値で指定

（電話番号はＡから４番目にあり　４とする）、

検索の型は空白でもよい

これを設定　ＯＫをクリックすれば　Ａ１０に表示された施設の内容が表示される

後は同じ要領で列番号を指定（住所は　５）

尚、Ａ６の範囲が　施設だけになっているのは、Ａ２～Ｄ１４４をスタイル設定しているため
セルＡ２右の▼をクリックすると施設名が出てきます。


別の施設名をクリックすることによりB2の数字が変わります。


これはＡ２とB2が連携しており、Ａ２の施設名はシート名「施設住所」のB列“名称”のリストです。


そして、B2はこれの上から何番目であるかを表示させています、即ち、休日診療所は５番目である





セルＡ２とB2の関係を調べ学ぶ


まず、Ａ２にマウスを持ってくれば、マウスポインターの形が手の形になるところ有りそこで、マウスを右クリックすると下の様にボックスが出てくる








この一番下の、コントロールの編集をクリック、別のボックスが出る





コンボボックスをクリック


A10でドラッグ





コンボボックスを右クリック。


メニュー → コントロールの書式設定をクリック








出てきた　ボックスのコントロールタブ


の入力範囲とリンクするセルを設定する


この設定方法は次の通り
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